












Challenges and Prospects for East Asian Cooperation




While there is much talk of East Asian cooperation, its scope in terms of its objectives
and membership remains fluid.
This paper presents a set of analytical guidelines for examining the objectives of East
Asian cooperation, such as public policy objectives, implications for non-members, and
shared values and identity, which will enable us to consider the issue of membership to
East Asian cooperation in a systematic manner.
This paper then examines the challenges and prospects for East Asian cooperation.
In conclusion, it recommends, inter alia, to take a flexible and welcoming attitude
toward like-minded and capable partners, and to give higher priority to the issues with
prosperity implications, such as energy-related cooperation.
キーワード:東アジア協力、公共政策の目的、非メンバーへの影響、価値観とアイデンティティ、
協力のメンバーシップ
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ASEAN拡大外相会議(Post-Ministerial Conference : PMC)では、東アジア首脳会議参加
メンバーに加えて、アメリカ、カナダ、 EU、ロシアも加わっている。なお、 PMCについては閣僚
レベルまでであり、首脳レベル会合は行われていない。
ASEAN地域フォーラム(ASEAN Regional Forum : ARF)には、 PMC参加国すべてに加
えて、モンゴル、北朝鮮、東チモール、パプア・ニューギニア、パキスタン、バングラデシュも参
加している。_これも閣僚レベルまでである。
アジア太平洋経済協力(Asia-Pacific Economic Cooperation ‥ APEC)には、 ASEAN諸国
のうち3か国が参加しておらず、逆に、 「チャイニーズ・タイペイ(Chinese Taipei)」 (台湾)と
「中国香港(Hong Kong, China)」 (香港)が参加している。

























































an East Asian Community)」というものであったが、その報告書の提言の中にASEAN+ 3首
脳会議を「東アジア首脳会議(East Asian Summit)」に発展させようというものがあった3)0


























アジア欧州会合(Asia-Europe Meeting : ASEM)の発展についても触れておきたい。
1996年にASEAN (当時7か国) ・日本・中国・韓国とEU (当時25か国) ・欧州委員会の首脳が
3) East Asia Vision Group Report 2001,第60項。
4 )英語ではHow to avoid marginalization of ASEANと表現している。










































































ASEAN+ 3首脳会議の宣言では、 「東アジア共同体を長期的目標として実現していく」 (前文)と




















7)本稿が指摘する視点とは異なる部分もあるが、 Raimo Vayrynenは、 'Regionalism: Old and New,' International







































































































































































16)国際エネルギー機関(IEA)のエネルギー利用効率比較(2003年数値)、 IEA Energy Balances of OECD Countries 2005,
IEA Energy王∋alances of non-OECD Countries 2005
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は、 ASEAN+3以外の東アジア首脳会議参加メンバーであるオーストラリア、ニュージーランド、
インドが参加していて良かったと、特にASEAN諸国が思うかどうかが重要なポイントであるので、
これら諸国の協調的かつ積極的な取り組みに期待したい。
付加価値の一例は、資金面、技術面での協力であり、オーストラリア等が積極的な貢献を行うこ
とが望まれる。
付加価値の別の例としては、オーストラリア等が参画するこ~芝により、東アジア協力がアジア諸
国による非アジア諸国に対する対抗勢力ではないとアメリカ等が納得をして、反対しない、そして
望むらくは支援を行うようになるということを示すことが考えられる0
オーストラリア等を協力への参加メンバーにするのではなく、何について協力するかについては
ASEAN+ 3で相談して決めて、その顔触れで協力することを中心としつつも、他のパートナーの
協力も求めれば良いという考え方がある。しかし、協力を得るためには、企画段階から緊密に協議
を行う方が良く、参加の範囲が広くなり過ぎてまとまりが取れなくならない範囲で、貢献する意恩
と能力を有しているパートナーの参加は認めた方が良い。
3.枠組みへの参加メンバー外との関係
ASEAN+ 3と東アジア・サミットの両方の場を活用して、有益な東アジア協力の成果を積み重
ねていくことが望まれるが、協力プロジェクトへの参加の範囲については、地域の協力に貢献する
意思と能力を有するパートナーに対して開かれた協力とするという発想から、固定的に考えるより
も、 ASEAN+ 3または東アジア首脳会議の参加メンバーを中核メンバーとしつつ、テーマに応じ
て実際的に考えて、積極参加を呼びかけるべきである。
例えば、エネルギー問題に関する協力プロジェクト、鳥インフルエンザに関する協力プロジェク
ト、海賊問題に関する協力プロジェクトといった種類ごとに、参加メンバーに出入りがあることを
認めるべきである。そして、プロジェクトの企画段階からパートナーとして十分に協議を行うべき
である。
また、開かれた協力としていくとともに、協力の枠組みへの参加メンバー外の理解と支援を得る
ために、 2005年12月の東アジア首脳会議の冒頭部分にロシア大統領をゲストとして招いたように、
アメリカ、欧州等の首脳も今後の適当な機会に東アジア首脳会議にゲストとして招くことを提案し
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